
                             

                             

                             

                             

                             

２０２５年 ４月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ２２２（１） 
（１） 

雨
あ
が
り 

 

参
加
者
４
７
人
。
そ
の
内
訳
は
組

合
員
２
１
人
、
市
内
の
未
組
合
員
２

１
人
、
そ
の
他
５
人
で
し
た
。 

こ
れ
は
４
月
５
日
（
土
）
ウ
ェ
ル

と
ば
た
で
行
っ
た
全
教
北
九
州
の

「
せ
ん
せ
い
の
学
校
開
校
式
」
の
参

加
者
数
で
す
。
会
場
は
満
席
で
し

た
。
新
規
採
用
の
方
や
講
師
の
方
、

現
職
教
員
と
今
ま
で
の
会
以
上
に

若
い
方
の
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ

て
、
大
盛
況
で
し
た
。 

青
年
部
を
中
心
に
運
営
・
進
行
を

行
い
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
新

学
期
に
配
慮
す
る
こ
と
な
ど
を
学

び
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
参
加

者
を
獲
得
で
き
た
の
は
講
師
の
森

先
生
の
魅
力
も
あ
り
ま
す
が
、
青
年

部
を
中
心
に
毎
年
新
学
期
始
め
に

こ
の
開
校
式
を
続
け
て
き
た
地
道

な
努
力
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

組
合
で
は
新
規
採
用
者
全
員
２

０
０
人
以
上
に
共
済
の
案
内
と
共

に
こ
の
「
開
校
式
」
の
お
知
ら
せ
を

送
り
、
組
合
員
が
職
場
で
声
掛
け
を

し
た
り
、
以
前
参
加
さ
れ
た
方
が
友

人
や
同
僚
を
誘
っ
て
連
れ
て
来
て

く
れ
た
り
し
て
参
加
者
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。 

「
継
続
は
力
な
り
」
を
実
感
で
き

ま
し
た
し
、
今
年
度
組
合
加
入
が
８

人
、
共
済
加
入
者
も
増
え
て
い
る
と

い
う
嬉
し
い
成
果
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。 

学
校
現
場
に
少
し
で
の
新
鮮
な

風
が
吹
き
ま
す
よ
う
に
！ 

（
大
） 

 

 

３
月
１
３
日
北
九
州
春
闘
共
闘

会
議
は
、
全
国
統
一
行
動
日
と
し
て

要
求
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

医
労
連
は
、
春
闘
産
別
統
一
ス
ト

ラ
イ
キ
を
取
り
組
み
、
健
和
会
労

組
・
全
日
本
国
立
医
療
労
組
小
倉
支

部
・
労
災
病
院
労
組
九
州
支
部
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

戸
畑
け
ん
わ
病
院
の
ス
ト
行
動

に
は
、
春
闘
共
闘
の
永
冨
事
務
局
長

や
年
金
者
組
合
の
小
田
事
務
局
長

が
連
帯
し
、
参
加
し
ま
し
た
。 

 

健
和
会
労
組
へ
の
要
求
回
答
は
、

「
基
本
給
の
改
定
な
ど
一
定
の
前

進
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
診
療
報
酬

の
改
定
は
、
国
と
の
関
係
が
大
き

く
、
材
料
費
や
委
託
費
の
異
常
な
上

昇
も
あ
り
、
厳
し
い
経
営
が
続
い
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
他
産
業
で
は
１

万
円
を
超
え
る
賃
上
げ
で
す
が
、
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
が
無
く
、
医
療

現
場
は
賃
上
げ
か
ら
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
は
政
府
・
国
の
責
任
で
す 

 

ス
ト
集
会
で
は
、
「
今
日
の
行
動

で
医
療
現
場
の
問
題
を
社
会
に
発

信
し
よ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。 

統
一
行
動
と
し
て
、
１
８
時
か
ら

は
小
倉
駅
で
の
宣
伝
行
動
を
行
い

ま
し
た
。 

春
闘
回
答
で
は
、
大
企
業
の
満
額

回
答
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

小
企
業
の
賃
上
げ
は
厳
し
い
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
と

懇
談
し
、
担
当
者
は
「
会
員
企
業
は

親
会
社
の
方
針
に
引
っ
張
ら
れ
る
。

国
に
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た

い
」
、
と
下
請
け
単
価
の
適
正
化
や

中
小
零
細
企
業
へ
の
支
援
と
私
た

ち
と
共
通
の
認
識
で
す
。 

大
企
業
が
「
経
営
が
苦
し
く
な
っ

た
時
の
た
め
」
に
と
積
み
立
て
て
い

る
、
内
部
留
保
は
、
利
益
剰
余
金
が

１
２
年
連
続
で
増
加
し
、
大
企
業
だ

け
で
５
４
０
兆
円
に
も
積
み
上
が

っ
て
い
ま
す
。 

大
企
業
に
は
社
会
的
責
任
と
し

て
、
大
幅
賃
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
同
時
に
中
小
下
請
け
に
は
、
単

価
の
引
き
上
げ
な
ど
の
対
応
で
、
元

受
け
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
の
賃
上
げ

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
、
と
訴

え
ま
し
た
。 

 ◆
長
時
間
労
働
の
是
正
を 

 

課
題
別
発
言
で
は
、
全
教
北
九
州

か
ら
、
「
公
立
学
校
の
給
与
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
審
議
が
始
ま

る
。
教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働

は
、
深
刻
な
状
況
で
精
神
疾
患
に
よ

る
病
気
で
休
む
先
生
が
増
加
の
一

途
。
不
登
校
や
登
校
拒
否
の
数
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

学
校
が
も
た
な
い
危
機
的
な
状
況
」

と
深
刻
な
学
校
の
実
態
を
訴
え
ま

し
た
。 

    

市
職
労
か
ら
は
、
「
サ
ー
ビ
ス
残

業
の
実
態
を
調
査
し
た
本
庁
舎
で

の
残
業
実
態
調
査
」
を
報
告
し
ま
し

た
。 

    

生
協
労
組
や
健
和
会
労
組
か
ら

も
職
場
の
過
酷
な
実
態
や
運
動
の

報
告
を
し
、
用
意
し
た
ビ
ラ
は
３
０

分
ほ
ど
で
無
く
な
り
、
充
実
し
た
行

動
と
な
り
ま
し
た
。 
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３
月
１
８
日
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の

ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
集
会
が
小
倉
中

央
郵
便
局
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
と
し
て
安
達

議
長
と
永
冨
事
務
局
長
が
参
加
し
、

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

 

松
野
組
合
員
は
、
日
本
郵
政
グ
ル

ー
プ
は
６
兆
円
を
超
え
る
膨
大
な

内
部
留
保
を
抱
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
の
切
実
な
要
求

に
応
え
よ
う
と
し
な
い
。
３
月
１
３

日
の
回
答
で
は
、
正
社
員
に
対
し
て

は
有
額
回
答
し
た
が
、
時
給
制
の
契

約
社
員
に
は
ゼ
ロ
回
答
。
内
部
留
保

の
３
％
で
郵
政
労
働
者
全
員
に
一

律
３
万
円
の
賃
上
げ
が
で
き
る
。
郵

政
職
場
は
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
で

定
年
ま
で
安
心
し
て
働
け
な
い
な

か
、
夏
季
・
冬
期
休
暇
の
削
減
な
ど

労
働
条
件
悪
化
も
許
せ
な
い
、
と
訴

え
ま
し
た
。 

 

◆
医
療
の
現
場
で
も
ス
ト
行
動 

  

安
達
議
長
は
連
帯
の
あ
い
さ
つ

で
、
「
医
労
連
で
も
ス
ト
ラ
イ
キ
に

立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
健
和
会
の
経

営
側
は
、
団
交
で
２
５
年
ぶ
り
の
ベ

ア
有
額
回
答
な
ど
前
進
し
た
が
、
国

の
診
療
報
酬
の
改
定
が
わ
ず
か
で

経
営
悪
化
で
倒
産
す
る
病
院
も
出

る
な
ど
国
の
責
任
が
大
き
い
。
非
正

規
の
大
幅
賃
上
げ
な
ど
の
課
題
を

連
帯
し
て
た
た
か
う
」
と
力
強
く
訴

え
ま
し
た
。 

 

支
援
団
体
や
社
民
党
な
ど
か
ら

連
帯
の
訴
え
の
後
、
「
２
５
春
闘
勝

利
」
「
内
部
留
保
を
賃
上
げ
に
ま
わ

せ
」
「
時
給
契
約
社
員
へ
の
ゼ
ロ
回

答
は
許
さ
な
い
ぞ
」
「
減
ら
し
た
休

暇
を
も
と
に
も
ど
せ
」
と
参
加
者
全

員
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。 

 

３
時
か
ら
は
、
小
倉
駅
で
「
全
国

最
低
賃
金
制
度
・
時
間
給
１
５
，
０

０
円
」
の
署
名
・
宣
伝
を
取
り
組
み

ま
し
た
。 

 

ま
え
、
学
園
側
と
和
解
合
意
が
成
立

し
、
４
月
１
日
か
ら
明
治
学
園
中

学
・
高
等
学
校
で
の
数
学
科
教
諭
と

し
て
教
壇
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

そ
の
報
告
を
兼
ね
３
月
３
０
日

に
小
倉
北
区
の
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ

ル
で
永
井
教
諭
の
職
場
復
帰
報
告

の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
私
教
連
が

主
催
し
、
永
井
教
諭
を
明
治
学
園
の

教
壇
に
も
ど
す
会
・
北
九
州
地
区
労

連
や
北
九
州
争
議
団
、
国
民
救
援

会
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
な
ど
、
こ
れ

ま
で
運
動
に
取
り
組
ん
だ
人
た
ち

が
復
帰
を
祝
う
た
め
に
集
い
ま
し

た
。 

 ◆
労
使
対
等
を
認
め
た
明
治
学
園 

 

支
援
し
て
き
た
来
賓
や
支
援
者

か
ら
、
「
裁
判
で
勝
て
て
も
職
場
復

帰
は
、
な
か
な
か
厳
し
い
の
が
現

実
。
永
井
教
諭
の
信
念
と
戸
畑
駅
や

学
園
前
で
の
宣
伝
行
動
が
学
園
側

を
変
え
さ
せ
た
」「
団
交
で
確
認
し
、

公
表
文
書
に
『
明
治
学
園
と
永
井
教

諭
の
係
争
は
円
満
解
決
し
ま
し
た
。

教
育
の
発
展
に
と
っ
て
、
教
職
員
の

雇
用
の
安
定
は
不
可
欠
で
あ
り
、
労

使
は
対
等
の
立
場
で
労
働
条
件
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
両
者
で
確
認
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
明
治
学
園
は

人
事
管
理
の
改
善
、
教
員
サ
ポ
ー
ト

体
制
強
化
等
、
教
職
員
の
働
き
甲
斐

が
向
上
す
る
よ
う
、
働
き
方
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
』
と
全
体

に
知
ら
せ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
」

と
次
々
に
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 ◆
決
意
を
新
た
に 

 

か
つ
て
の
教
え
子
か
ら
花
束
を

受
け
た
永
井
教
諭
は
、
「
自
分
が
明

治
学
園
に
入
学
し
た
の
は
、
親
か
ら

の
す
す
め
。
そ
の
頃
の
公
立
学
校
は

荒
れ
て
い
た
。
学
園
の
授
業
は
楽
し

く
て
、
こ
の
学
園
の
先
生
に
な
り
た

い
と
思
い
、
親
の
反
対
が
あ
っ
て
も

頑
張
っ
て
母
校
の
教
諭
に
な
っ
た
。

査
定
授
業
に
端
を
発
し
た
１
０
年

に
渡
る
争
い
で
あ
っ
た
が
明
治
学

園
に
必
ず
復
帰
す
る
思
い
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
戻
す
会
や
私
教
連
を

始
め
と
す
る
多
く
の
支
援
者
の
み

な
さ
ん
の
職
場
復
帰
の
活
動
で
職

場
復
帰
で
き
た
。
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

４
月
１
日
は
、
支
援
者
が
学
園
前
で

見
送
り
を
し
、
永
井
教
諭
の
教
壇
復

帰
を
祝
い
ま
し
た
。 

                                                

非
正
規
労
働
者
の
均
等
待
遇
を 

永
井
先
生
教
壇
復
帰 

 

明
治
学
園
の
永
井
隆
司
教
諭
が

２
０
１
７
年
に
「
職
務
能
力
不
足
」

を
理
由
に
解
雇
通
告
さ
れ
、
長
期

間
に
わ
た
り
、
係
争
し
て
い
ま
し

た
。 裁

判
で
は
、
不
当
解
雇
に
続
く

不
当
配
転
に
も
勝
利
判
決
で
し
た

が
、
学
園
側
は
頑
な
に
永
井
教
諭

の
職
場
復
帰
を
拒
ん
で
い
ま
し

た
。
今
年
２
月
系
列
校
へ
の
配
置

転
換
に
関
す
る
判
決
の
趣
旨
を
ふ

メーデーに行こう！ 
 

５月１日ムーブ大ホールで第９６回北九

州統一メーデー集会が１０時から開催され

ます。 

 １８８６年５月１日にアメリカ・シカゴ

の労働者が「８時間労働」を求め決起した

ことが、起源とされています。 

 自公政権が少数与党になり、国民要求が

前進の兆しを見せています。石破首相は、

新人議員に一人１０万円の商品券を渡して

いたことが発覚し、未だ裏金事件の反省が

ないことに国民の怒りが巻き起こり、支持

率は２割台になっています。 

 メーデー集会では、大幅賃上げと安心し

て働き続けるための労働条件の実現で「ひ

とりひとりが大切にされる社会の実現」を

めざし取り組まれます。 

みなさんの参加をお待ちしています。 



                             

                             

                             

                             

                             

２０２５年 ４月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ２２２（３） 

３
月
２
９
日
、
改
憲
を
阻
止
し
、
憲

法
が
生
き
る
社
会
を
め
ざ
す
「
憲
法

共
同
セ
ン
タ
ー
」
総
会
が
ム
ー
ブ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

記
念
講
演
は
、
戦
争
さ
せ
な
い
・

九
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
の
高
田
健
共
同
代
表
が

「
軍
拡
で
な
く
、『
安
心
』
供
与
。
信

じ
ら
れ
る
未
来
へ
、
希
望
の
対
立

軸
」
と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

戦
争
法
が
で
き
１
０
年
、
沖
縄
な

ど
南
西
諸
島
に
ミ
サ
イ
ル
が
配
備

さ
れ
、
九
州
各
地
に
避
難
す
る
こ
と

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
報
道
さ
れ

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
の
総

選
挙
で
自
公
が
少
数
派
に
な
り
、

「
内
閣
独
裁
」「
政
権
の
私
物
化
」
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
が
、
野
党
が
保

守
に
近
い
政
党
も
あ
り
、
完
全
に
野

党
と
言
え
な
い
政
党
も
あ
る
。 

 

た
だ
、
安
倍
政
権
以
来
、
内
閣
が

国
会
を
軽
視
し
戦
争
法
を
強
行
し
、

安
保
３
文
書
・
日
米
安
保
条
約
の
改

定
や
専
守
防
衛
を
破
壊
す
る
敵
基

地
攻
撃
能
力
保
有
な
ど
閣
議
決
定

で
強
行
さ
れ
て
き
た
が
、
国
会
の
常

任
委
員
会
２
７
の
う
ち
野
党
が
予

算
や
憲
法
な
ど
１
２
の
委
員
長
を

占
め
た
。 

委
員
長
は
、
権
限
を
持
っ
て
お

り
、
国
民
民
主
や
維
新
な
ど
と
部
分

連
合
な
ど
模
索
す
る
不
安
定
な
政

権
で
、
若
い
人
が
選
挙
で
政
治
が
変

わ
る
と
思
い
だ
し
た
こ
と
は
、
大
き

な
変
化
。 

◆
日
米
の
新
た
な
時
代 

 

戦
後
８
０
年
、
「
国
連
が
つ
く
ら

れ
て
８
０
年
で
も
あ
り
、
話
し
合
い

で
平
和
を
求
め
る
」
こ
と
が
、
ト
ラ

ン
プ
に
よ
り
否
定
さ
れ
、
大
統
領
令

乱
発
で
国
連
が
機
能
し
な
く
な
っ

て
い
る
。 

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
「
米
国
第
一

主
義
」
と
関
税
で
脅
し
、
世
界
は
秩

序
の
な
い
混
迷
の
時
代
、
戦
争
の
危

機
が
拡
大
す
る
な
か
、
２
月
８
日
、

石
破
首
相
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

会
談
し
「
共
同
声
明
」
を
発
表
。
日

本
は
、
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
と

も
に
「
日
米
同
盟
を
さ
ら
な
る
高
み

に
引
き
上
げ
、
抑
止
力
・
対
処
力
を

強
化
し
て
い
く
」
こ
と
を
確
約
し

た
。 国

会
で
議
論
も
な
し
に
「
２
７
年

以
降
も
引
き
続
き
防
衛
力
の
抜
本

的
強
化
を
進
め
る
」
と
ア
メ
リ
カ
に

約
束
。
陸
・
海
・
空
の
自
衛
隊
は
、

戦
前
の
軍
部
の
暴
走
を
引
き
起
こ

さ
な
い
た
め
に
統
合
司
令
部
を
設

置
し
て
来
な
か
っ
た
が
、
つ
い
に
自

衛
隊
統
合
司
令
部
を
つ
く
り
、
米
軍

と
一
体
の
体
制
確
立
を
進
め
て
い

る
。 米

国
防
総
省
ナ
ン
バ
ー
３
の
コ

ル
ビ
ー
国
防
次
官
は
、
３
月
４
日
上

院
軍
事
委
員
会
公
聴
会
で
、
「
日
本

が
防
衛
費
を
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
比
で
少
な
く
と
も
３
％
に
す
べ

き
」
と
主
張
し
、
台
湾
は
「
少
な
く

と
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
０
％
を
防
衛
費

に
費
や
す
べ
き
」
と
述
べ
て
い
る
。 

◆
石
破
首
相
の
動
揺
と 

日
本
国
憲
法
の
理
想 

 

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
「
日
米
安

保
条
約
を
ア
メ
リ
カ
が
攻
撃
さ
れ

て
も
日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
守
ら
な

い
」
不
平
等
だ
と
脅
し
て
金
を
巻
き

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
日
本
は

米
軍
の
駐
留
費
を
水
道
代
か
ら
光

熱
費
ま
で
負
担
し
て
お
り
、
諸
外
国

と
比
べ
て
も
極
端
に
多
い
。
こ
れ
以

上
払
え
ば
米
軍
の
人
件
費
ま
で
と

な
り
、
米
軍
が
日
本
の
傭
兵
と
な
る

レ
ベ
ル
、
と
衝
撃
の
事
実
を
話
さ
れ

ま
し
た
。 

１
月
の
施
政
方
針
演
説
で
石
破

首
相
は
、
「
今
日
よ
り
明
日
は
よ
く

な
る
、
と
実
感
で
き
る
楽
し
い
日

本
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
で
あ
れ
ば
、

す
べ
て
の
人
が
安
心
と
安
全
を
感

じ
、
自
分
の
夢
に
挑
戦
し
、
今
日
よ

り
明
日
が
よ
く
な
る
と
実
感
で
き

る
、
楽
し
い
日
本
を
つ
く
る
」
た
め

に
日
米
軍
事
同
盟
を
破
棄
し
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
に
加
盟
し
、
話
し
合
い
に
よ

る
平
和
を
追
求
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
総
選
挙
で

は
、
選
挙
で
政
治
が
変
わ
る
こ
と
を

若
者
が
学
び
ま
し
た
。
参
議
院
選
挙

は
、
政
治
の
変
革
を
実
現
で
き
る
好

機
で
す
。
し
か
し
、
国
会
は
自
民
党

以
上
に
自
民
党
的
な
野
党
が
少
な

か
ら
ず
存
在
し
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
も

格
差
社
会
で
生
活
困
難
に
陥
っ
て

い
る
人
々
が
い
る
一
方
で
８
兆
７

千
億
円
も
の
軍
事
費
に
メ
ス
が
入

っ
て
い
ま
せ
ん
。 

野
党
が
し
っ
か
り
や
る
た
め
、
市

民
連
合
が
あ
き
ら
め
ず
、
市
民
と
野

党
の
共
同
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と

が
重
要
、
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

祈
念
館
に
は
復
元
さ
れ
た
特
攻
機

「
九
七
式
戦
闘
機
」
や
「
ゼ
ロ
戦
三

二
型
」
そ
し
て
、
幻
と
言
わ
れ
試
作

さ
れ
た
戦
闘
機
で
ゴ
ジ
ラ
－
１
．
０

の
撮
影
に
使
用
さ
れ
た
「
震
電
」
の

実
物
大
模
型
が
展
示
さ
れ
、
撮
影
も

許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
さ
れ
て

い
る
も
の
に
特
攻
に
散
っ
た
若
者

の
遺
品
や
家
族
に
あ
て
た
手
紙
な

ど
も
あ
り
、
恋
人
や
家
族
へ
の
思
い

に
胸
を
熱
く
し
ま
す
。 

 
 

 

軍
拡
で
な
く
「
安
心
」
供
与 

福
岡
県
労
連
は
、
戦
後
８
０
年
の

今
年
、
戦
争
体
験
や
戦
跡
を
め
ぐ

り
特
集
し
、
悲
惨
な
戦
争
を
二
度

と
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
平
和
運
動

を
強
め
ま
す
。
福
岡
県
内
で
敗
戦

直
前
に
北
九
州
市
の
小
倉
で
は
造

兵
廠
が
あ
り
、
八
幡
に
は
製
鉄
所

が
あ
っ
た
た
め
Ｂ
２
９
に
よ
る
大

規
模
な
空
爆
が
あ
り
ま
し
た
。
筑

前
町
の
大
刀
洗
飛
行
場
も
東
洋
一

と
謳
わ
れ
軍
都
と
し
て
栄
え
て
お

り
、
激
し
い
空
爆
を
経
験
し
ま
し

た
。
特
攻
の
中
継
基
地
と
し
て
も

多
く
の
特
攻
隊
員
を
見
送
っ
た
地

で
も
あ
り
ま
す
。
今
も
残
さ
れ
た

戦
争
の
傷
跡
を
残
そ
う
と
多
く
の

戦
跡
が
保
存
さ
れ
、
大
刀
洗
平
和

平
和
へ
の
願
い
を 
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近
年
、
ス
キ
マ
バ
イ
ト
で
働
く
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
ス
キ
マ
バ
イ
ト

と
は
長
期
的
な
雇
用
契
約
を
結
ば

ず
、
都
合
の
つ
く
隙
間
時
間
に
働
く

と
い
う
働
き
方
（
い
わ
ゆ
る
単
発
バ

イ
ト
、
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
、
ア

プ
リ
に
よ
り
雇
用
主
・
働
き
手
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
す
る
も
の
が
主
流
で

す
。
ス
キ
マ
バ
イ
ト
に
は
、
働
き
方

の
多
様
性
の
観
点
か
ら
働
く
側
に

と
っ
て
も
、
副
業
収
入
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
、
面
接
や
履
歴
書
の
提
出

が
不
要
で
あ
る
、
空
い
た
時
間
に
気

軽
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

 

も
っ
と
も
、
ス
キ
マ
バ
イ
ト
に

は
、
便
利
、
気
軽
で
あ
る
一
方
、
単

発
の
雇
用
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
働
き

手
に
と
っ
て
様
々
な
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
把
握

し
た
上
で
、
働
き
手
と
し
て
権
利
侵

害
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

１ 

労
働
条
件
の
確
認 

 
 

ス
キ
マ
バ
イ
ト
も
雇
用
の
１

形
態
で
あ
り
、
雇
用
主
に
は
働
き

手
に
対
し
労
働
条
件
通
知
書
を

交
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
通

常
は
、
画
像
デ
ー
タ
に
よ
り
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。 

 
 

労
働
条
件
通
知
書
に
よ
り
、
雇

用
主
や
就
業
場
所
、
賃
金
額
や
時

間
外
労
働
の
有
無
、
労
働
時
間
、

就
業
内
容
等
を
し
っ
か
り
確
認

し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

ま
た
、
就
業
場
所
で
雇
用
主
以

外
か
ら
業
務
指
示
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
契
約
は
雇
用
契
約
の
名

を
借
り
た
偽
装
請
負
、
偽
装
派
遣

で
あ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
に
は
、
就
業
を
や
め
る

か
、
就
業
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も

近
く
の
労
働
局
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。 

２ 

賃
金
未
払
へ
の
対
応 

 
 

ス
キ
マ
バ
イ
ト
は
単
発
の
雇

用
契
約
で
あ
る
た
め
、
賃
金
未
払

が
生
じ
た
際
、
泣
き
寝
入
り
を
す

る
働
き
手
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。 

 
 

労
働
基
準
監
督
署
に
相
談
し

た
り
、
労
働
組
合
や
弁
護
士
（
法

テ
ラ
ス
（
資
力
条
件
あ
り
）
や
、

福
岡
県
弁
護
士
会
の
労
働
相
談

の
利
用
に
よ
り
、
無
料
で
法
律
相

談
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
）
に

相
談
し
た
り
し
て
、
解
決
を
は
か

り
ま
し
ょ
う
。 

 
 

な
お
、
ス
キ
マ
バ
イ
ト
も
雇
用

契
約
で
あ
る
以
上
、
労
働
基
準
法

が
適
用
さ
れ
、
時
間
外
労
働
（
複

数
の
雇
用
主
の
下
で
働
く
場
合
、

労
働
時
間
は
通
算
さ
れ
ま
す
）
、

休
日
労
働
、
深
夜
労
働
に
は
割
増

賃
金
が
発
生
す
る
た
め
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
未
払
と
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

３ 

労
災
保
険
の
適
用 

 
 

ス
キ
マ
バ
イ
ト
で
は
、
単
発
の

就
労
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
雇
用
主

か
ら
十
分
な
安
全
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
働
き
手

に
も
経
験
や
ス
キ
ル
が
不
足
し

て
お
り
、
労
災
事
故
が
起
き
や
す

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

万
一
労
災
事
故
に
遭
っ
た
場

合
、
ス
キ
マ
バ
イ
ト
も
雇
用
契
約

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
災
保
険
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
雇
用
主
に
労
災
保
険

の
適
用
を
求
め
、
雇
用
主
が
労
災

保
険
の
適
用
を
拒
絶
す
る
場
合

に
は
、
労
働
基
準
監
督
署
に
自
分

か
ら
労
災
報
告
を
し
ま
し
ょ
う
。 

５ 

闇
バ
イ
ト
に
注
意 

最
後
に
、
ス
キ
マ
バ
イ
ト
で
は

面
接
等
を
経
ず
に
雇
用
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
主
の

実
態
が
わ
か
り
に
く
く
、
前
述
し

た
偽
装
請
負
、
偽
装
派
遣
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
気
が
付
く
と
い
わ

ゆ
る
闇
バ
イ
ト
に
応
募
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
起
き
か

ね
ま
せ
ん
。 

雇
用
主
の
実
態
が
わ
か
ら
な

い
ア
ル
バ
イ
ト
や
「
楽
・
簡
単
・

高
収
入
」
を
う
た
う
ア
ル
バ
イ
ト

に
は
応
募
し
な
い
、
応
募
し
て
し

ま
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
怪
し

い
と
思
っ
た
ら
絶
対
に
個
人
情

報
を
提
供
せ
ず
応
募
を
取
り
や

め
る
等
し
、
闇
バ
イ
ト
に
関
わ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。
万
一
、
雇
用
主
を
名
乗

る
者
に
個
人
情
報
を
提
供
し
て

し
ま
っ
た
り
、
脅
迫
を
受
け
た
り

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
必
ず
警

察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
映
画
と
読
書
の
す
ゝ
め 

 
 

赤
瀬
川 

原
平 

「
四
角
形
の
歴
史
」 

（
ち
く
ま
文
庫
） 

 
 

今
月
は
、
あ
る
新
聞
の
書
評
・
ほ

ん
の
す
す
め
で
見
つ
け
た
表
現
が

少
し
変
わ
っ
た
本
の
紹
介
で
す
。 

知
る
人
は
知
る
「
孤
独
の
グ
ル

メ
」
の
作
者
の
久
住
昌
之
さ
ん
の
お

す
す
め
の
本
で
す
。 

表
題
か
ら
み
て
ど
ん
な
本
だ
ろ

う
と
思
っ
て
読
み
ま
し
た
が
、
４
０

数
分
で
読
ん
で
し
ま
え
る
本
で
す

が
、
な
か
な
か
読
み
応
え
も
あ
り
ま

す
。
久
住
さ
ん
の
紹
介
記
事
に
は
、

『
２
０
０
６
年
に
出
版
さ
れ
た
、
薄

い
絵
本
の
よ
う
な
本
だ
。
実
際
、
赤

瀬
川
さ
ん
の
鉛
筆
画
が
全
ペ
ー
ジ

に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
肩
の
力
の
抜

け
た
絵
が
、
し
か
し
緻
密
で
的
確

で
、
面
白
い
。「
犬
も
風
景
を
見
る
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
文
か
ら
こ
の
本

は
始
ま
る
』
表
題
に
し
て
は
、
堅
苦

し
さ
は
微
塵
も
な
く
、
読
ん
で
お
も

し
ろ
く
、
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
本

と
し
て
お
す
す
め
で
す
。 


